
歴史復習プリント   政  治  史  ～室町時代 
 ★それぞれの時代の特徴をつかもう 

 

縄文時代 ・・・ 身分のない平等な社会 

 

 ・狩や漁の自給自足の生活～青森県ａ        遺跡 

   一部の地域では稲作も始まる 

 

弥生時代 ・・ 食料の増加が人々の間に身分や貧富の差と戦争を起こす 

 

 ・稲作の本格化～静岡県ｂ     遺跡 

 ・「むら」→「くに」の戦いの後～佐賀県ｃ     遺跡 

 ・３０あまりの国を従えた～ｄ       と女王ｅ       

   

大和時代 ・・近畿地方の豪族が九州から関東地方を勢力下に。 

 

 ・ｆ      による関東までの統一。一族に仕事を与えるｇ   制度 

  

飛鳥時代 ・・豪族の中のリーダーが大王（おおきみ） 

 

 ・ｈ       が大王(天皇)中心の国づくりを目指す。 

  有能な役人が出世～ｉ         そして心得ｊ        

  蘇我氏一族による政治     蘇我－ｈ－天皇は親戚関係 

 

大化の改新 ・・ 強大となった蘇我氏の排除をねらったクーデター 

 

 ・ｋ       と       が天皇中心の国づくりを目指す。 

   目標はｌ        （すべての土地と人を天皇のものに） 

 ・ｍ         でｎ    （土地）を与え死んだら回収！ 

  

奈良時代 ・・ 本格的な律令政治のはじまりと土地制度の崩れ  

 

 ・都を奈良のｏ     に移す。 

 ・ｐ        土地を返さなくてもＯＫに。 

  （人口の増加や土地を捨てる農民の増加で土地不足） 

 ・聖武天皇が仏教の信仰心を利用して国民を支配しようとした。 

 

平安時代 ・・ 少数の有力貴族が支配する時代・新しい勢力（武士）の登場 

 

 ・ｑ     が律令政治の建て直しのために都をｒ     に移す。 

 ・ｓ     （私有地）を集めた貴族の政治。 

  ｔ     政治～天皇が幼いときはｕ   で成人したらｖ    

 ・藤原ｗ     と     の政治。 

 ・ｘ       が院政を始める 

 ・保元の乱・平治の乱（武士が存在感を示す） 

   ↓ 

 ・ｙ      が武士ではじめてｚ     になる。 

  ＢＵＴ、貴族と変わらない政治で失敗 ⇒ １１８５年壇の浦で滅亡 



鎌倉時代 ・・ 初の武士政権が貴族政治に対抗 徐々に力関係が対等に 

 

 ・１１９２年Ａ       がＢ     に幕府をひらく。 

 ・将軍の補佐Ｃ      が力を持つ。 

  Ｃは代々Ｄ     氏！ 

 ・１２２１年Ｅ       おこる。（Ｆ      が暴れる。） 

  乱の後京都に設置して朝廷を監視したのがＧ           

 ・１２３２年Ｈ       が初の武家法となるＩ       を制定。 

 ・１２７４年と１２８１年の２回Ｊ   が攻めてきた。 

    ↓勝利・・・でも 

 ・御家人が不満なわけ～Ｋ                  

    ↓１２９７年永仁の徳政令 

・１３３３年幕府滅亡！ 

 

室町時代 ・・ ２回目の武士政権は将軍の力が弱い連合政権 

 

 ・１３３４年Ｌ        のＭ        

  わずか２年で失敗した理由はＮ                      

 ＬはＯ     に逃げて南朝。足利尊氏は京都で新天皇をたて北朝を作る。 

・将軍の補佐はＰ       

 ・３代将軍Ｑ        がＲ      の統一！ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 解    答                                                 

ａ、三内丸山 ｂ、登呂 ｃ、吉野ヶ里 ｄ、邪馬台国 ｅ、卑弥呼 ｆ、大和朝廷 ｇ、氏姓 

ｈ、聖徳太子 ｉ、冠位十二階 ｊ、十七条の憲法 ｋ、中大兄皇子・中臣鎌足 ｌ、公地公民 

ｍ、班田収受の法 ｎ、口分田 ｏ、平城京 ｐ、墾田永年私財法 ｑ、桓武天皇 ｒ、平安京 

ｓ、荘園 ｔ、摂関 ｕ、摂政 ｖ、関白 ｗ、道長・頼道 ｘ、白河上皇 ｙ、平清盛 ｚ、太政大臣 

Ａ、源頼朝 Ｂ、鎌倉 Ｃ、執権 Ｄ、北条氏 Ｅ、承久の乱 Ｆ、後鳥羽上皇 Ｇ、六波羅探題 

Ｈ、北条泰時 Ｉ、御成敗式目 Ｊ、元寇 Ｋ、御恩である土地がもらえなかったため 

Ｌ、後醍醐天皇 Ｍ、建武の新政 Ｎ、公家中心で武士の不満をかったため Ｏ、吉野 

Ｐ、管領 Ｑ、足利義満 Ｒ、南北朝  


